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四国ESD実践事例紹介①

ESDまつり～地域と共に～

公園を活用した地域へのESD発信

善通寺こどもエコクラブ代表 井上 修

（香川県善通寺市）
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善通寺市「ゼロカーボンシティ」宣言
~2050年までに二酸化炭素の排出量をゼロとする挑戦をします~

【これまでの二酸化炭素削減の取り組み】
１ 市民参画のゴミのリサイクル事業 （循環型社会の構築）
２ 太陽光発電所からの売電収益により市内の防犯灯・街路灯の

消費電力をLEDに交換し、維持管理費や電気代も負担する
（低炭素・循環型社会づくり）

【今後の検討課題】

・市役所内部での委託事業者による庁内研修を進めている（PT)

・市民や事業者ができることを洗い出す（ステークホルダー会合）

・専門家によるモデル分析チーム

・省エネ策と再生可能エネルギーの導入 住民参画



善通寺こどもエコクラブ 1997年～ （24年間活動）







環境教育プログラム実証校
平成25年度（2013年）善通寺こどもエコクラブ



環境教育プログラム実証校
平成26年度（2014年）善通寺市立西中学校1年生



環境教育プログラム実証校
平成27年度（2015年）善通寺市立筆岡小学校3年生



香川県善通寺市
「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園
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善通寺市人口：31,230人（R3.8現在）



「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園

2010年（平成22年）開園

善通寺市の花とみどりの拠点として吉原町に開園されました。
背景にある二つの山を借景とし三角形の高低ののある立地条件
であることで、遠くの瀬戸内海などの風景も楽しめます。

自然と共存する里山ゾーンもあり、自然のしくみも学べることもで
きます。年間１０万人の来園者をお迎えして、花とみどりに関す
る体験学習・イベントを開催して楽しんでいただいています。



善通寺五岳の里市民集いの丘公園



「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園（香川県善通寺市）
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入り口より管理棟を臨む



「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園

面積4ヘクタール 50ｍの高低差
園芸植物＋環境教育＋ふれあいの場＋やぎ

「みどり香るまちづくり」企画コンテスト／花のまちづく
りコンテストにおいて受賞するなど維持管理を評価され
ていることなどが励みになっています。利用者の快適を目
指してがんばっていきたいと思っています。



善通寺フラワー＆ガーデンフェスタ
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招待ガーデン

出 展： 玉井 禎晋 （TVチャンピオン、東京都）







フラワーコンテスト





善通寺こどもエコクラブ



シンボルガーデン
「空＆海」

“ 海” “ 空”



香川ESDまつり



環境省「平成27年度ESD環境教育プログラム実証授業に係る
ESD環境教育プログラムの作成・展開業務（四国地方)」の人材育成研修事業

あなたの取り組みを
「ESDの視点」で学ぶ交流会

Education for Sustainable Development
(持続可能な開発のための教育）

～気づき行動する明日のために、地域づくりにESDを取り入れよう～
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【香川ESDまつり開催】計画づくり

１．ESD研修会（平成27年度（2015年）開催・地域対象）の分科会において
「ESDまつり」の計画をしよう。

２．県内で分野や地域をこえた交流が少ないので、交流の場として
「香川ESDまつり」の企画運営をみんなで作り上げよう！

イベント後は参画団体
で振り返りを行う。

実行委員会を通じ、
お互いの活動を知る。

来場者・出展者が
公園を満喫していた。
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香川ESDまつり 出展

無農薬・天日干し玄米のおこめおや
つとマクロビごはん他枇杷クリー
ム・その他ハナウタな手作り雑貨
（000ハナウタ虹房。）

フェアトレードの食品、雑貨の販売、
ココナッツの殻を使ったキーホルダー
づくり (カガラカン工房)

名物うどん店 1日復活
（百こ萬）

竹の食器づくりと森のクラフト
づくり
（NPO法人フォレスターズかがわ）

九州応援野菜スープの販売
和三盆づくり 和（nico）

研修生が作ったお菓子の販売
（オイスカ四国）



海浜植物の話とハマゴウの香り袋づくり
（香川の水辺を考える会）
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香川ESDまつり
【開催日時】2016年11月20日（日）、2017年11月4日（土）、2018年11月11日（日）

2019年11月23日（土）10：00～16：00  2020年・2021年（コロナにより中止）
【場 所】善通寺五岳の里市民集いの丘公園（香川県善通寺市）
【内 容】団体・企業による活動内容展示やワークショップ、販売
【主 催】香川ESDまつり実行委員会
【参画団体】約20団体

X-change
捨てるにはもったいないモノ交換会

（お片付けの学び場。）

衣服を利用した工作と衣服の資源回収
（有限会社田代商店）

アフリカ布のはぎれを使ったしおりづくり
（JICA四国）

ワタを使っての工作（あそ美工房）
公園の自然観察会

（ナチュラリストネットワークかがわ）
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予定を空けてお
いてください 香川ESDまつり
2017 年 11 月 4日（土）





県内活動団体の紹介パネルを設置



市内小・中学生、大学生による活動発表＆ESD宣言





樹木観察 ～水の流れる音聞こえるの？～



野鳥の暮らしをたずねよう！



（ミニ地球づくり）



親愛なるミニ地球さん





























【感 想】
・自分たちのできることを持ちより、無理なくできた
・自由きままに楽しめた
・たくさん体験、にぎわい、楽しかった！
・太極拳は奇抜！
・多用な人たちとできて今後もつなげていきたい！
・団体の事業企画にESDを入れたい！

（今後のESDのアプローチを検討したい）
・着ぐるみを含め、雰囲気も良かった
・行政企画を頼りにしない自立したイベントだった

「香川ESDまつり」感 想

企画・運営は大変でしたが、
それぞれができることを持ちより、
開催できたことが
成果となるイベントでした



善通寺五岳の里市民集いの丘公園

■まちの魅力と課題

計画づくり

多様な主体が集まる場を通
して交流が進み、協働企画
実施などにつながった。

分野を越えた
ネットワークづくり

ライフスタイルを見つめ直す機
会となる「ESDまつり」の実施に
向け、プログラムの工夫や改良

を行った。

プログラムの
ESD化

ESDの視点を持った
人を育てる

■拠点のESD実践までの道す
じ

■香川ESDまつり実行委員会
地域で開催したESD研修会で
「ESDまつりをしたい」とい
う提案をきっかけに県内で
活動する団体や企業などで
実行委員会を構成した。企
画立案を通じて、メンバー
間の関係構築が進んだ。
■プラットフォーム会議
取り組みについてのアドバ
イスをいただく他に、地域
での活動を知ってもらうた
めに構成した。
（年度ごとに委員依頼）

Pick 
up!

県内にはさまざまな活動を行う団体や企業があるが、分野や地域を越えた交流が少ないと感じていた。
自分たちの活動や提供するプログラムが個人の行動変革につながるか、ESDの視点が含まれているか
などを振り返り、試行錯誤するプロセスを通して、各団体や個人がESDを実践、レベルアップする機
会や場が必要だと考えていた。

公園を活用した地域へのESDの発信

仲間づくり

拠点の機能により、こんな地域にしたいから・・
・公園という誰もが利用できる開かれた場所を活用し、持続可能性について考える機会や、自然と調
和したライフスタイルの発信ができるイベントを開催することにより、参加者が普段の生活を振り
返
り、自らができることを考えて実践するなど、よりよい未来へ向けた気づきを得る場を地域に生み
だすことを目
指した。（12.8、4.7）
・そのような場を生み出すために、拠点を含めた関係者やさまざまな主体が話し合い、合意形成に至
る
プロセスを経験することで、他団体と協働する視点をもった取り組みを広げる力をつけることも目
指
した。（17.17）

強化したESD実践の力

■核となった拠点の強みと課題

公園という開かれた場所であったからこそ、ESDを知らない人へもアプローチができた。自然や資源
について考えるワークショップなど、公園独自で実施しているプログラムとは違う趣旨の企画だった
ことで、来場者からの問い合わせや他公園から実施の相談など、新たな広がりと展開の可能性が出て
きている。

こんなことを計画しました・・
・香川ESDまつりの開催を目指し、さまざまな団体から構成される実行委員会で企画運営を進める。
・参画団体には人材やプログラムなどの提供、普段のワークショップにESDの視点を含めてもらうよう
に依頼し、適宜問いかけをしたり、実行委員会の時に予定しているプログラムの共有を通して、団

体
間の関係構築や学びあいの機会となるように配慮する。

Pick 
up!

善通寺
こども
エコク
ラブ

フェアト
レード雑貨
店

四国EPO
（伴走支
援）

香川ESDまつり実行委員
会

農業者

大学サー
クル

環境系
NPO

福祉系
団体

有限会
社
田代商
店

(H29-30)

プラットフォーム会議

善通寺市生涯学習課
(H29)

「ESDまつり」がきっかけと
なり、それぞれの地域や
所属、暮らしの中で

ESDを実践する人材が増えた。

NHK高松放送局(H28)

四国生産性本部
（H28）

地域の家
ココカラハウス(H28)

香川県環境森林部環境政策
課(H28)

香川大学産学官連携推進
機構社会連携・知的財産

センター(H28)



公園を活用した地域へのESD発信

「善通寺五岳の里」市民集いの丘公園

■課 題

■核となった拠点の強みと課題

■拠点のESD実践までの道すじ

仲間づくり

計画づくり

強化したESD実践の力 （ネットワーク／体制・ツール・人材育成）



■課 題

・多様な活動団体や企業の分野や地域を越えた交流が少ない

・自分たちの活動や提供プログラムにESDの視点が含まれているか

・各団体や個人が、ESDを実践、レベルアップする機会が必要

■核となった拠点の強みと課題

・公園という場所であるからESDを知らない人たちにもアプローチできた

・自然や資源について考えるワークショップ

・他に類がないイベントだから、広がりの可能性がある



■拠点のESD実践までの道すじ

仲間づくり

香川ESDまつり実行委員会 県内で活動する団体・企業などで構成

企画立案を通じて、メンバー間の関係構築が進んだ

環境系NPO、フェアトレード雑貨店、農業経営者、大学サークル

福祉系団体

◎有限会社田代商店、善通寺こどもエコクラブ、四国EPO（伴走支援）

プラットホーム会議 取り組みについてのアドバイス、地域の活動の理解

NHK高松放送局、香川県環境森林部環境政策課、四国生産性本部

香川大学産学官連携推進機構社会連携・知的財産センター

地域の家ココカラハウス、善通寺市生涯学習課



計画づくり

・拠点の機能より、こんな地域にしたいから・・

公園という場所でESDや自然調和したライフスタイルの発信

持続可能なライフスタイルを目指す（SDGs取組啓発活動）

他団体と合意形成のもとに協働する視点や取り組みを広げたい

強化したESD実践の力

ネットワーク／体制 ツール 人材育成

協働企画実施 ESDの視点を含めた
プログラム

ESDを理解した
人材の実践



香川から四国へ
生まれ変わります
四国ESDまつり

次回をお楽しみに

テキストを入力



もうすぐやってきます

202２年度
四国 ESDまつり

私たちからのお知らせ もうすぐやってきます！


